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　　　　　　　福岡県スポーツ振興公社・福岡海星女子学院
　　　　　　  福岡大学・笠松小学校（現若宮西小学校）

作
品
探
訪 「
日
向
神
」

　 

古
野 

靖
弘 

（
日
本
画
部
名
誉
会
員
）

　
自
然
の
も
た
ら
す
荒
々
し
さ
と
生
命
の
強
さ
、
優
し
さ
を
な
い
交
ぜ
に
、

そ
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
。
生
き
た
風
景
と
し
て
目
前
に
現
れ
る
感
動
が

迫
っ
て
来
る
。

　
幾
度
も
足
を
運
び
対
岸
か
ら
く
り
返
し
描
い
た
写
生
。
崖
か
ら
落
ち
て

く
る
小
石
を
避
け
、
身
近
に
巨
大
な
岩
を
見
上
げ
、
そ
の
岩
肌
と
向
か
い

合
う
中
で
、
絵
を
描
く
基
本
と
な
る
見
方
、
生
写（
し
ょ
う
し
ゃ：
生
け
る

も
の
、
そ
の
生
き
る
様
を
写
し
取
る
）
へ
と
立
ち
返
っ
た
と
言
う
。

　
生
写
、
多
様
な
生
を
受
け
取
る
術
は
、
日
本
画
を
学
ん
だ
京
都
の
気
運

に
培
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
高
校
生
の
頃
、
画
集
で
村
上
華
岳
、

榊
原
紫
峰
の
絵
を
見
た
。
以
来
と
り
つ
か
れ
、
学
び
た
い
気
持
ち
が
強
く

京
都
へ
。
教
師
紹
介
の
時
、
紫
峰
が
目
の
前
の
榊
原
紫
峰
先
生
で
あ
る
こ

と
に
驚
き
興
奮
し
た
。
」

　
当
時
、
京
都
市
立
美
術
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
榊
原
紫
峰
は
、
四
条
派

の
写
生
を
大
切
に
し
、
技
巧
、
工
芸
的
な
装
飾
性
に
走
る
こ
と
な
く
自
然

観
察
の
重
要
性
を
説
い
た
。
鶉
の
写
生
授
業
で
は
そ
の
鳴
き
声
ま
で
教
え

た
と
い
う
。

　
ま
た
同
時
に
、
紫
峰
と
共
に
国
画
創
作
協
会
を
設
立
し
た
村
上
華
岳
、

土
田
麦
僊
等
の
重
鎮
、
そ
し
て
京
都
市
立
美
術
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
前
衛
的
な
日
本
画
グ
ル
ー
プ
、
ケ
ラ
美
術
協
会
（
榊
健
一
）
等
、
パ

ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
（
下
村
良
之
介
）
等
の
活
動
に
も
触
れ
、
共
に
新
し

い
日
本
画
を
創
成
す
る
と
い
う
京
都
画
壇
の
改
革
精
神
や
多
様
性
に
触
れ

た
日
々
で
も
あ
っ
た
。

　
筑
豊
の
宮
田
町
で
幼
少
期
を
過
ご
す
。
小
学
校
に
掛
け
て
あ
っ
た
大
き

な
色
刷
り
の
図
版
、
狩
野
芳
崖
の
「
悲
母
観
音
像
」
に
心
奪
わ
れ
る
。
そ

の
頃
の
故
郷
は
日
本
の
原
風
景
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　
20
代
、国
東
半
島
、
石
仏
、
久
住
、
阿
蘇
、
虹
ノ
松
原
、
耶
馬
溪
、
日
田
、

日
向
神
と
足
（
車
）
を
使
っ
て
現
地
に
赴
き
描
い
た
。

　

唐
臼
の
音
、水
の
音
、谷

間
に
響
く
音
、風
、小
鹿
田

の
印
象
を
作
画
し
た
。た
だ
、

理
想
と
し
て
は
、３
×
６
判 

４
枚
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

残
念
で
あ
る
。

　

草
木
は
地
植
え
、鉢
植
え

と
、季
節
、天
候
に
左
右
さ

れ
な
が
ら
も
、い
つ
で
も
描

け
る
よ
う
に
手
元
に
置
い
た
。

　

鳥
も
、同
じ
く
餌
を
や
り

つ
つ
、モ
デ
ル
と
し
て
大
切

に
飼
い
、小
綬
鶏
、軍
鶏
、特

に
雛
か
ら
育
て
た
フ
ク
ロ
ウ

と
生
態
も
良
く
分
か
り
、楽

し
く
描
い
た
。

　
樹
齢
４
０
０
年
以
上
と
の
こ
と
。
雨
に
打
た
れ
な
い
よ

う
覆
い
で
保
護
さ
れ
古
色
の
紅
系
で
あ
る
が
、
自
宅
の
白

牡
丹
と
し
て
着
色
し
た
。

　
描
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
幾
度
も
よ
く
観
察
を
し
、

「
自
分
な
り
の
見
方
を
見
つ
け
る
こ
と
」
そ
し
て
必
要
の

無
い
も
の
を
如
何
に
整
理
す
る
か
を
考
え
る
事
だ
と
思
う
。

　
　
　

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
書
き
起
こ
し
：
津
田 

三
朗
）

　
正
面
岩
、
蹴
洞
岩
（
け
ほ
ぎ
い
わ
）
、
七
福
神
に
準
え

名
付
け
ら
れ
た
奇
岩
が
そ
そ
り
立
つ
日
向
神
峡
、
日
向
の

神
々
が
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
降
り
立
っ
た
と
い
う
伝
説

が
残
る
。
３　
　
×
６
判
４
枚
に
描
か
れ
た
姿
は
、
荒
々

し
く
永
き
に
渡
っ
て
風
雨
に
浸
食
さ
れ
た
蹴
洞
岩
。
幾
度

幾
度
も
崩
れ
、
壊
落
す
る
岩
肌
に
這
い
上
が
る
よ
う
に
芽

吹
い
た
草
木
の
命
を
描
い
た
の
だ
と
言
う
。
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1941年 宮田町に生まれる
　　　 （現宮若市）
京都市立美術大学卒業
（現京都市立芸術大学）

古 野  靖 弘
（ふるの やすひろ）　


